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児童の自尊感情と抑うつに及ぼす集団SSTの効果の検討

萩原真菜暮,上原香織は,佐藤容子 …

AStudyontheEffect,sofClass-basedSocialSkillsTraining

ontheChildrenselfiSteem anddepression

ManaHAGIWARA RaoriUEHARA YokoSATO

問題と削l勺

近年,不登校やいじめといった児塩の学校内における不適).i:問題が多発 している｡このよう

な関越の背兼には,児正の自噂感情の低さがあると言われている(諸臥 L999)｡脚(L992)によ

ると,児立の自雌感情は2,3年Jtで最も高く,その後 6年生にかけて次第に低 Fしていくo

また,児並は小学校高学年になるにつれて自己拒否的な認知をする傾向が強まる反面,自己受

容的な認知が弱まる可能椎も示されている(木村 ･富沢,L988)｡また,児最の自噂感I封まス ト

レス反応と強い負の相関関係にあり(岩上ら.1998),日韓感槽が低い児並は.白噂感I如ミ高い

児童と比べてより学校内不安を強く感 じている傾向があるという報告もされている(竹田 ･倉

戸-2003).つまり,白解感情が低い児並は,ス トレス反応を示 したり学校内での不安を感 じて

おり,学校での不適応状態を生起させていると考えられる｡

遠藤(1992)は,Rosenberg(1965)による自尊感槽の概念を紹介する中で.肯定的に自己を

認知することには2つの意味合いがあるとしている｡ 1つ日は,社会や文化で広く認められて

いる外的な貼準をもって自分と他者とを比較し,自分を ｢とてもよい(verygood)｣存在だと

捉える意味合いである｡ 2つ[‖ま,たとえ自分が平均的な人間であったとしても,自分が設定

したLI肘直裁畔に照らして自己を受容 し,自分を ｢これでよい(goodenough)｣存在だと捉え

る意味合いである｡この2つの意味合いの違いは,rとてもよい｣という自雌感情が他者との
比政や他者からの評イ捌こよって左右されるものであるのに対し,｢これでよい｣という自尊感
情はあるがままの自分を認め,自己への達成感や満足感を感 じるものである.というところに

ある｡rこれでよい｣という自尊感肺が欠落していると,比較や評価によって構成された rと

てもよい｣という白噂感情が崩れた時に,白｣の存在そのものに価値を兄い出せなくなってし

まう.さらに.松井 ･佐藤(196L)によると,白己を肯定的に捉えていることと学校生活-の適
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応は関連があり,自己肯定感を高めることは学校生活-の適応を促進する可能性がある｡この

ように,現代の学校社会に適応できない子どもの存在をふまえると,｢これでよい｣という日
韓感情を持つことは非常に塵要であると言える｡また,｢これでよい｣という白市感情と類似
している概念に,自己受容性がある｡自己受容性とは,さまざまある白Llの諸側血のすべてを

歪曲せず,あるがままに受け入れる姿勢のことである｡自己受葬性について,適度に自己を受

容していることは,心理社会的な安定や適g]な対人態度の構築につながり(横棒,1994),また

他者を受け入れること(名城,)961)に寄tj-しうる｡このことから.｢これでよい｣と自己を受
容するような白市感情をもっことは,学校での対人関係を良好にすることを促進する要因であ

ると考えられる｡

自尊感情の形成に関わる要因として,他者からの承認が得られるような良好な人間関係があ

る(Pope,1989)o IElの大半を学校で過ごす7:延期の子どもは,̀7:級での教師や仲間との関わ

り合いを通して白噂感情を形成すると考えられている(lXJI,1992)｡特に,小学校中学年以降に

なると,人格形成に大きな影響をもたらす他者が,親や教師などの身近な大人から友人-と移

行 してい(｡このことをふまえると,小学校中学年以降の児並における白噂感情の形成には.

友人とどのようなrPlわり介いをもつかということが重要な鍵となると考えられる｡友人との関

わり合いについて,小林 ･箱村(2001)は,中学牛が抱く否定的な自己イメ-ジの回復には友人

との情緒的な交流.特に友人からの肯定的なフィー ドバック(励まし,心配,慰め,理解など)

が有効であったと報曹している｡さらに,松尾(2000)は,半年間で自己をより価値あるものと

捉えるようになった児並は,友人からの援助や'fi軒を多く受けていることも示している｡つま
り,児並の肯定的な日工認知の形成には,友人との関わりの中でも,互いを肯定したり,気遣っ

たりする経験が影坪していると考えられる｡

他者との関わり合いを維持 ･発展するために必嬰となる能力として,社会的スキルがある｡社

会的スキルとは,対人場面において.やりとりするもの同士が互いに利益を受けられるような関

係を作るのに必要な権力である(佐藤 ･佐藤,2006)｡中でも,｢あたたかい言柴かけスキル｣は

友人との仲間関係の捕集,及び維持を目的として用いられている社会的スキルである(石川ら,

2010)｡｢あたたかい言蛮かけスキル｣には,はめる言弧 励ます言薬,気遣 う言薬,感謝する
言非などの.相手を肯定したり,大切に接 したりする言柴が含まれている｡このことから.rあ
たたかい言韮かけスキル｣は自尊感情の向上に寄与しうる社会的スキルであると考えられる｡

社会的スキルを磯得するための手段として,社会的スキル訓練(SocialSkillsTraining;以

下SST)がある｡SSTは,良好な対人関係を発展させたり,あるいは対人関係のつまずきを改

善させたりすることによって,子どもたちの心理的雄康や社会的適応の増進 ･改善することを

めざした心理社会的な指導 ･治療技法である(佐藤 ･佐藤,2006)｡社会的スキルを高めること

で白噂感情が高まる可能性が指摘されており(戸ケ崎ら,1998),池谷 ･葛西(2003)の研究では,

社会的スキルの向 1-.に伴い自尊感肺が向 ヒしたことを確認している｡そこで.本研究では,

｢あたたかい言基かけスキル｣をターゲットスキルとした学級規模のSSTを行い,自尊感情-

の形軒を検討することを目的とする｡

また,集団SSTは,児範 l-LTl年期の抑うつを予防 ･改善に有効な手段としても注目を集めてい

る(倉掛 ･山崎,2006;佐藤ら,2009;石川ら.2006)｡俸田(2002)によれば,児並昔年期の抑
うつは,鼎味 ･関心の減退や意欲 ･気力の減退,知的活動碓力の減退などの中核症状が原因と

なって,学業不振や対人関係の悪化といった二次症状を引き起こす可徳性がある｡さらに,う
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つ病は,放超されることで不登校や引きこもり,自殺といた二次障吉を引き起こす危険性も示

唆されており(備FEl,2002).非常に深刻な問題であるといえる｡竹島 ･松見(2006)によると.

抑うつが高い児壇は,そうでない児壷よりも仲間とのポジティブな相互作用が少ないという柿

徴を持つ｡このことから,仲間とのポジティブな相互作用を蛸やすことは,抑うつの低減に効

果があると考えられる｡実際に,佐藤ら(2009)や石川ら(2010)の抑うつ予防プログラムにおい

ても ｢あたたかい言巣かけスキル ｣を用いたプログラムは多く実践されていることからも,本

研究で行われる ｢あたたかい言葉かけスキルJをターゲットスキルとしたSSTは,抑うつ症状

の低減にも有効であることが予想される｡また,抑うつ予防のプログラムの猷越として,複数

の介入要素が含まれているため,11校現場では時問数の確保が難しいことが指摘されている

(倉掛 ･山崎,2006).したがって,単一のスキルをターゲットとしたSSTが抑うつに及ぼす影

響を検討することは,介入要素を持越しプログラムを軽丑化することの一助となると考えられ

る｡そこで,本研究では,｢あたたかい言共かけスキル｣をターゲットスキルとした集団SST
による介入が,児LTfの抑うつ症状に及ぼす影響についても検討することとする｡

方法

1..対象児

M県M市内の公立小学校A校の6年生 3学級に在籍する85名(男子43名,女子42名)を対象と

し.介入を行った(以下,介入押)｡介入効農の検討を行うために,同一市内の公立小学校 2校

の同学年児立155名.(男子80名,女子75名)を統制群として設定した｡欠席者や欠損値がみられ

た児童を分析から除外し,介入群79名,統制群133名を分析対象者とした.

2.測度

(日 あたたかい言葉かけスキルの自己評定

小学Jt用社会的スキル尺度(嶋田･戸ヶ崎 ･岡安 ･坂野,J996)の中から.向社会的スキルに
ついての7項目を抜粋して用いた｡各項目に4件法(ro点-ぜんぜんあてはまらない｣～r3
点=よくあてはまる｣)で回答を求め,その令計得点をあたたかい言葉かけスキル得点とした｡

あたたかい言魂かけ得点は,得点が高いほど祉会的スキルが高いことを示すO

(2) 自尊感情の自己評定

小学生版自尊感情尺度(山下 ･荒木.1998)を用いた｡本尺度は,｢自己肯定感J｢自己価値感J
r幸福感｣｢責任感｣の4因子で構成されており,29項目からなる｡各項Elについて2件法 (i
点=rはい｣,0点=｢いいえ｣)で回答を求め,その合計得点をFl雌感付子得点とした｡白噂感慨
得点は,得点が高いほど自己を肯定的に捉えていることを示す｡

(3)抑うつの自己評定

Depression Se)f-Rating Scale fol･ChHdren(DSRS:Birleson, L981)とChHdren's

DepressionlnventoIY(CDl:Kovacs,L985)の2つの尺度を用いた｡DSRSは18項目からな

り,瓜近 1過剛の状態について3件法(｢0=そんなことはない｣～r2=いつもそうだ｣)で回
答を求めた｡CDlは27噴口からなり,故近2週間の自分の状態について,3つの文章の中から
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最もよくあてはまるものを 1つ選択するよう求めた｡DSRS得点,CDl得点はともに,得点が

高いほど抑うつの程度が高いことを示す｡また,本研究では,協力校及び心理学を専門とする

大学の教官との協議の結果,倫理的な問題に配慮 してDSRSでは質問10の l項臥 CDTではJBl

間2.5,9,14,24の5項目を除外 して用いた.

3.手続き

(日 実施状況

介入効果を査定するために,介入授業実施前をpre期,介入授業実施後をpos脚 として.両

肘にそれぞれ(i),(2),(3)の質問紙への回答を求めた｡集団SSTによる介入は,X年11月か

ら12月にかけて.45分の授男が 1回,15分の授業が5回行われた｡また,ターゲットスキルの

rあたたかい吉井かけスキル｣は,児並のなじみやすさを考え rふわふわ吉非｣という告発に

iS.き換えた｡集団に対してSSTを行う際の トレーナーについて, トレーナーが一人だけでは児

範一人ひとりにElが届きにくい(後藤ら.2001)という問題が生じることがある｡この間勉の改

善策として,複数の トレーナーを用いることが挙げられる｡複数の トレーナーを用いることは,

児童の社会的スキルに応じて行動リハ-サルの機会を調稚することや個々の社会的スキルの習

得状態をチェックすること,また. トレーナーのフィー ドバックの仕方を児出が観察学習する

ことを可市削こする.したがって,本研究では行動リハーサルの際にクラスを4-5人のグルー

プに分け,各班に 1人ずつ トレ-ナ-を設けるという体制で授業を行ったC授三架を行 うトレー

ナーは,毛に授某を進行する教育を専攻 している大学/tl名と,サブ トレーナーとして,教育

を専攻している大乍生3孝.,心理学を専攻している大学院Jt3名,現職の教師 1名の計7名で

ある.なお,15分間授業では,教育を専攻している大学生が 1クラスにl名授業者として参加

し,授業を行った｡

(2)集団SSTの概要

第 1回 :45分間授業

第 1回に実施された45分間の授業は,コーチング法に基づき, (a)あたたかい言柴として

rはめる吉-#｣.｢はげます言典｣,｢感謝する言薬｣,｢気づかう言典｣のLl種類を挙げる,(b)
訓練実施におけるルール(｢ふざけない｣｢はずかしがらない｣｢人のことを笑わない｣)を提示す
る,(C)あたたかい言柴をかける場面を提示 し,r相手の気持ちを考えて言う｣,r聞こえる声
で言う｣という言い方のポイン トを案出する,(d)//ループに分かれて行動リハーサルを行う,

(e)行助リハーサルや子どもの気づきに対するフィー ドバックをJ}えるという手順に沿って実

施された｡最後に,学習したスキルが学校や学校外でも般化することをねらいとして,あたた

かい言薬かけを使ってみたかどうかと,使ってみた感想を記入するホームワークを課した｡

第2-6回 :15分間授業

第2-6回は,朝の自習時間を用いて過に2回のペースで実施された｡第2回は,授業者が

ホームワークに対してフィー ドバックを/ラ-えた｡第 3回は,r感謝する言基｣のロールプレイ
をした｡第4回は,l'tl手を傷つけてしまうような言炎を使ってしまった時の対処法(｢謝る｣.

｢次から気をつける｣など)を教示 した｡誰しも無意識に,または衝動的に相手を傷つけてしま

うことはあり,殊にそれが現在社会的スキルの感得途中にある児竜であればなおさらである｡
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この回は,あたたかい言集かけスキルと合わせて,傷つけて しまった時の対処法を教えること

で.失敗を今後の槌にし自尊感情を保つことをねらいとして設定 した｡第 5回は,rはめる青
紫｣のロールプレイをした｡第 6回は,これまでの授業のふりかえりを行い,今後も乍習 した

スキルを日常生晴で使用するよう促 した｡各回の授業では,スキルの定着をねらいとして,授

業の最初にあたたかい青紫の種類と言い方のポイン トを確認 した｡また,授其中に子どもがき

まりを守れていたり.あたたかい言葉かけを使用 したときの感想や気づきが発表されたときに

は,即座に授業者から言語による賞賛や助言が与えられた｡

結果

1.pre糊の群問比悼

まず,介入群 と統制群における男女の割合を比較するために,x2検定を行った｡その結果,

畔問の男女の割合に有意な差はみられなかった(性別 ;x2ll]=,OL5.∩.S.)｡

次に.pre期の各効果指標について群間差がみられるかを検討するために,プログラムの効

果指標 (社会的スキル .自己肯定感,抑 うつ症状)を従属変数,秤 (介入群 .統制群)を独立変

数として多変佃分散分析を行った｡その結果,W川くSのラムダに有意な傾向が確認された (ス=

,958,p<.10)｡従属変数ごとにみると,DSRS得点とCDl得点が有意であり.統帥日揮が介入群

よりも高い得点を示していた(DSRS;FH,206]=6.80,pく.05,CDT;F【工2061=6.93,pく.Ol)｡
その他の指標については,両群間で集団SST開始前に差はみられなかった｡

2.各尺度の介入効果

集団SSTの効果を検討するために,あたたかい言恭かけスキル得点,白噂感付子得点,DSRS

得点.CDI得点を従属変数として.時期 2(preJq ･POSt期)×群2(介ノ､群 ･統制畔)の2要因

分散分析を行った(Ta■⊃1e1)｡

その結果.｢あたたかい言柴かけスキル｣得点については,交互作用(Fll,206]=11.69.p(
.Ooユ)と肺の主効果(Fll.206]=8.17,p<.Ol),時期の主効果(Fl1,206】=29.38,p(.001)が有意

であった｡単純主効果の検定を行った結果,介入群においてはpre期とpost期の得点に有意な
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Tablel 社会的スキルの自己評定得点の平均得点

介入軽(N=75) 統制群(N=133)

Dre post Ore Post

l9.92 21.55 19,29 19.66

(3.04) (2.53) (3.34) (3.74)

時期F' 群F 交互作用F

29.38一叫 8.I7叫 11.69桝

効果指標

スキル

自己肯定惑 (125品B, (3丁品, (125;253, (12T,4, 6･97叫 o･6. T･06
抑うつ
DSRS 8.丁7 6.63

(3.94) (4.36)
8.23 6.83
(4.89) (5.50)

9.81 8.84

(4.57) (4.96)
10.11 8.95
(5.00) (5,50)

26.76一触 9.94 1.4 lKN

22.17批 暮 8.39仰 0.19

注:カッコ内は標準誤差(SD) tp(.05 ㌔ (.01 叫 pく,001
DSRS=D叩reSSionSe好一RataingScaleforChi一dren
CDI=ChiIdrcn'sDepressionlnventon/

差がみられた(p(.001)｡つまり,介入群の ｢あたたかい言柴かけスキル｣得点は,pl･e期より

post期の方が有意に高かった｡また,post期においては介入群の方が統制畔よりもスキル得

点が有意に市かった(p<.001)｡

一方,自爆感情得点では,時期の主効展のみ有意であり(Fll,206]=6.97,p(.Ol),群の主効

果と交互作用は認められなかった｡つまり,自尊感IF14等点は両群ともにpre期よりpost期の方

が有意に高かった｡

抑 うつ症状については.DSRS得点とCDl得点ともに,時期の主効果(DSRS:Fl1.206]=

26.76.pく.001,CDI二Fll,206】=22.17,pく.001)と群の主効果(DSRS:F[1.206]=9.94.p(.OL,

CDJ■F[1,2061=8.39,pく.Ol)が有意であり,交互作用は認められなかった｡つまり.抑 うつ

症状を測定する両測JiEにおいては,pre期よりもpostJlmの得点の方が有意に低く.統制群より

も介入群の方が有意に得点が低かった｡

考察

本研究の目的は,小学校 6年生を対象に学級単位の集EflSSTを実施し,児丑のあたたかい言

姫かけスキル,自雌感IrJtf,抑うつ症状の変化を検討することであった｡その結果,介入効果の

比槙をしたところ,介入畔に自然経過以上の rあたたかい言共かけスキル｣の促進効巣が絡め

られたbしかし,白噂感情の向上と抑うつ症状の低減に有意な介入効果は認められなかった｡

さらに,自助感情には時期の主効果がみられ,抑うつ症状には時期と群の主効果が認められた｡

本研究では,介入前の I週間でpre期の査定が行われ,最後の介入が行われた次の日にpost

期の奔走が行われた｡小林 ･霜村(200t)や松尾(2000)によると,自己を肯定的に捉えるように

なるためには,励ましや貴賓などの肯定的な関わり合いを友人と経験することが塵嬰である｡

つまり,自己を肯定的に捉えるようになるためには,習得した ｢あたたかい言葉かけスキル｣

を日常生活の中で発揮するだけではなく,児衣同士で肯定的な関わり合いを経験する必嬰があ

ると考えられる｡このことをふまえて本研先の介入期間や査定時期を考えると,児並同士が肯

定的な関わり合いを経験する期間が 卜分に縫保できていなかったことが考えられる｡また,本

研究では,習得 した ｢あたたかい言菓かけスキル｣が日常生活において実施されていたかを検
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討するための客観的な査定は行われていない｡藤枝 ･相川 (2001)によれば,社会的スキルの評

定には自己評定だけでなく他者評定による査定も必要である｡

また,本研究では,介入期間中のプログラム以外の影轡 (学校行事など)を統制することがで

きなかった｡本研究の介入周間は,陸上大会や帝楽発表会など,児童同士の肯定的な関わ り合

いが多く持たれるような行事が重なる時期であった｡社会的スキルと自尊感情の間に有意な時

期の主効果が確認されていたことからも,介入期間中の学校行事などが影轡 して児童の自尊感

情への介入効果がみ られなかった可能性がある｡

本研究の結果を踏まえ,今後は,フォローアップ期における査定を行 うなど長期的な効果の

検討をし,児壷が友人との肯定的な関わり合いを経験 していることを碓認 した上で,自尊感情

や抑 うつの変化を検討することが期待される｡
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